
提案書評価基準 

 
１ 基本的な評価事項 
  協働候補者の特定に当たっては、本市にとって最適な事業者を選定するため、公募型プロポーザル
方式を採用し、評価点の最も高い提案者を協働候補者とします。 

 
２ 評価点 
  評価委員一人当たりの評価点の満点は 166 点とし、提案書及びヒアリングの内容を原則として A、

B、C、D の４段階（一部の項目を除く）で評価します。 
 
３ 評価方法 
 (1) 評価項目及び配点、評価の基準 
   表１ 評価基準表のとおり 
 (2) その他 
  ア 全ての評価項目を絶対評価により採点します。 
  イ 評価委員の持ち点のうち審査基準表「４ 企業としての取組」を除く合計点の 60％を基準点と

します。（評価委員 6 人がヒアリングに出席した場合の満点は 996点、基準点は 576 点）基準点
に達しない場合は不適格とします。 

  ウ （イ）、（エ）、(チ)～（ニ）を除く、いずれかの評価項目に 0 点のある提案者は不適格としま
す。  

 
４ ヒアリングを欠席した評価委員の評価点の取扱い 
  評価委員がヒアリングを欠席した場合、その評価委員の評価点は無効とします。 
 
５ 評価点の最も高い者が２者以上あるときの対応 
 (1) 表１の評価項目のうち、(ア)、(オ)、(キ)、（セ）、（タ）の合計点が高いものを協働候補者として

特定します。 
 (2) (1)を比較してもなお、協働候補者が特定できない場合は、全ての評価項目において、A 評価が多

い者を協働候補者として特定します。 
(3) (1)及び(2)を比較してもなお、協働候補者が特定できない場合は、地方自治法施行令第 167 条の 
９に準じて、該当者にくじを引かせ協働候補者を特定します。協働候補者のうち、くじを引かない
者があるときは、これに代えて、当該プロポーザルに関係のない職員にくじを引かせるものとしま
す。 

 
 
 
 
 
 
 



１ 評価基準表 
 

 

（満点：166点）

１　季刊誌「横濱」発行にあたっての組織・体制について

配点 評価 評価の視点

Ａ：10
編集長・統括責任者以外に各役割を担当する人員が３名以上配
置されている

Ｂ：6
編集長・統括責任者以外に各役割を担当する人員が２名以上配
置されている

Ｃ：0 適切な人員が配置されていない
Ａ：10 複数の実績がある
Ｂ：6 １つの実績がある
Ｃ：0 ない

Ａ：10
企画案決定から発売日までの期間が３か月以上あり、かつ校正
期間が２週間以上ある

Ｂ：6
企画案決定から発売日までの期間が２か月以上あり、かつ校正
期間が10日以上ある

C：0
企画案決定から発売日までの期間が２か月未満、または、校正
期間が１0日未満である

Ａ：10 複数の実績がある
Ｂ：6 １つの実績がある
Ｃ：0 実績がない

Ａ：10
横浜市内で100以上、市外で30以上の販売箇所を有しており、
かつ、ネット書店での販売が可能である。

Ｂ：6 横浜市内で100以上、市外で30以上の販売箇所を有している。
Ｃ：0 Ａ及びＢに該当しない

Ａ：10 複数の実績がある

Ｂ：6 １つの実績がある

（満点60点）

２　企画・編集・誌面デザインについて

配点 評価 評価の視点

Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない

（満点70点）

評価項目

（ア）
業務説明資料５（２）に定める協働
事業者の役割を遂行できる体制と
なっているか。

10

（ウ）
作業工程は無理のない内容に
なっているか。

10

（イ）
編集者は、広報誌の編集実績が
あるか。

10

（エ） 広告営業の実績は十分か。 10

（オ） 販路を十分に有しているか。 10

（カ）

評価項目

横浜市のブランドイメージを理解
し、反映した紙面となっているか。

10
（キ）

10

平成28年度以降、季刊誌「横濱」
のように、横浜の歴史や文化など
の魅力を紹介する情報誌を編集・
発行した実績があるか。

（ク）
冊子全体としてページ構成のバラ
ンスはとれているか。

10

（ケ）

年４回の特集テーマ案は、横浜市
の魅力を捉え、関心を呼び起こし
購買意欲を高める内容となってい
るか。

10

（サ）

文字量が適切で、見出しや写真の
配置など、誌面のレイアウトとデザ
インは、読みやすい内容となって
いるか。

10

（コ）
連載企画案は、横浜市の魅力を捉
え、年４回以上の連載が実現可能
なものとなっているか。

10

（シ）
読者の立場に立って、わかりやす
い表現を使っており、不適切な表
現が含まれていないか。

10

（ス）
色使いは色覚障害者や高齢者な
どに配慮し、見分けやすい配色を
使用しているか。

10



 

 

３　事業計画等について

配点 評価 評価の視点

Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない
Ａ：10 高い水準で満たしている
Ｂ：6 標準であり、特筆すべき点はない
Ｃ：2 満たしていない部分がある
Ｄ：0 全く満たしていない

（満点30点）

４　企業としての取組について

配点 評価 評価の視点

Ａ：1 策定している

B：0 策定していない

Ａ：1 策定している

B：0 策定していない

Ａ：1 取得している

B：0 取得していない

Ａ：1 取得している

B：0 取得していない

Ａ：1 達成している

B：0 達成していない

Ａ：1 認定若しくは認証を受けている

B：0 認定若しくは認証を受けていない

（満点６点）

1（ニ）

健康経営銘柄、健康経営優良法
人（大規模法人・中小規模法人）
の取得、又は、横浜健康経営認証
のクラスAAA若しくはクラスAAの認
証

（テ）

次のいずれかを取得している
・次世代育成支援対策推進法に基
づく認定（くるみんマーク、プラチナ
くるみんマーク）の取得
・女性の職業生活における活躍の
推進に関する法律に基づく設定
（えるぼし）の取得
・若者雇用促進法に基づく認定
（ユースエール）の取得

1

（ト）

（ナ）
障害者雇用促進法に基づく法定雇
用率2.2％の達成（達成している場
合のみ加算）

1

よこはまグッドバランス賞の認定の
取得

1

評価項目

（チ）

次世代育成支援対策推進法に基
づく一般事業主行動計画の策定
（従業員101人未満の場合のみ加
算）

1

（ツ）

女性の職業生活における活躍の
推進に関する法律に基づく一般事
業主行動計画の策定（従業員301
人未満のみ加算）

1

（タ）
本市負担額が上限の範囲内にお
さまっており収支計画は適切か。

10

評価項目

（セ）
事業計画は、認知度向上及び購
買層拡大につながる内容となって
いるか。

10

（ソ）
販売計画は、販路拡大につながる
内容となっているか。

10


